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「
倭
の
五
王
の
謎
」

増

山

雄

三

五

世

紀

に

倭

国

が

中

国

に

使

節

を

送

り

、

中

国

の

史

書

で

あ

る

「

宋

書

」

や

「

梁

書

」

に

、

中

国

風

の

名

前

で

記

さ

れ

た

、

「

倭

の

五

王

」

の

「

讃

・

珍

・

済

・

興

・

武

」

は

、

古

事

記

や

日

本

書

紀

に

登

場

す

る

、

「

第

十

五

代

か

ら

二

十

一

代

天

皇

」

の

誰

か

だ

と

考

え

ら

れ

て

い

た

。

そ

れ

で

も

、

そ

れ

ら

を

「

訓

読

み

」

に

し

て

、

八

世

紀

に

成

立

し

た

、

記

紀

の

天

皇

に

当

て

は

め

る

事

が

で

き

な

い

の

は

、

五

世

紀

の

日

本

に

は

、

ま

だ

訓

読

み

が

な

か

っ

た

か

ら

で

、

そ

こ

に

記

さ

れ

た

大

王

継

承

順

は

、

直

ち

に

信

用

で

き

な

い

。

さ

ら

に

、

そ

の

後

の

研

究

で

、

五

王

の

継

承

関

係

に

合

致

す

る

と

み

ら

れ

る

天

皇

は

、

実

際

の

在

位

の

年

代

が

ず

れ

る

な

ど

、

幾

つ

か

の

矛

盾

が

生

じ

る

の

で

、

特

定

の

天

皇

と

解

釈

す

る

の

は

、

い

さ

さ

か

無

理

が

あ

る

、

と

い

う

考

え

方

が

示

さ

れ

て

い

る

。
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当

時

、

中

国

は

南

北

に

分

れ

て

、

度

々

に

わ

た

っ

て

王

朝

が

興

亡

を

繰

り

返

し

た

南

北

朝

時

代

で

、

倭

国

の

使

節

が

向

か

っ

た

の

は

、

四

一

○

年

か

ら

五

十

九

年

ま

で

続

い

た

南

朝

の

「

宋

」

だ

っ

た

。

そ

し

て

、

そ

の

滅

亡

後

に

編

集

さ

れ

た

、

宋

の

正

史

で

あ

る

「

宋

書

」

の

「

倭

国

伝

（

正

式

に

は

夷

蛮

伝

倭

国

条

）
」

に

、

五

人

の

倭

国

王

の

名

が

出

て

く

る

が

、

宋

の

二

つ

あ

と

の

王

朝

だ

っ

た

、

梁

の

正

史

だ

っ

た

「

梁

書

」

の

中

に

も

、

漢

字

な

ど

若

干

違

う

五

王

の

記

述

が

あ

る

も

の

の

、

成

立

が

遅

い

の

で

、

信

用

度

は

か

な

り

落

ち

る

。

そ

れ

で

、

宋

書

で

最

初

に

登

場

す

る

の

が

「

讃

」

で

、

そ

の

使

節

が

四

一

二

年

、

建

国

し

て

ま

だ

二

年

し

か

た

っ

て

い

な

い

宋

に

、

貢

ぎ

物

を

納

め

そ

の

見

返

り

と

し

て

、

讃

は

宋

か

ら

官

位

官

爵

を

賜

る

が

、

具

体

的

に

は

、

「

倭

国

王

」

と

も

う

一

つ

、

中

国

の

東

を

守

る

「

安

東

将

軍

」

に

認

め

ら

れ

、

そ

れ

に

よ

っ

て

、

倭

国

は

宋

を

宗

主

国

と

す

る

、

従

属

国

に

な

っ

て

し

ま

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

で

は

、

こ

の

讃

と

言

う

人

物

は

、

古

事

記

や
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日

本

書

紀

に

出

て

く

る

天

皇

の

、

い

っ

た

い

誰

に

当

て

は

ま

る

の

だ

ろ

う

か

と

い

う

疑

問

が

起

る

が

、

記

紀

の

成

立

時

期

に

は

、

応

神

と

か

仁

徳

と

い

っ

た

、

漢

字

二

文

字

の

表

記

は

ま

だ

な

い

。

そ

こ

に

は

、

ホ

ム

ダ

と

か

オ

オ

ホ

サ

ザ

キ

な

ど

、

和

風

の

呼

び

方

が

あ

っ

た

だ

け

で

、

そ

れ

を

、

漢

字

の

音

を

借

り

て

、

ホ

ム

ダ

な

ら

品

陀

と

か

誉

田

と

い

う

よ

う

に

、

記

紀

が

そ

れ

ぞ

れ

違

う

表

記

の

仕

方

を

し

た

の

で

、

従

来

は

、

そ

の

名

前

の

読

み

や

系

譜

を

基

に

し

て

、

五

王

が

ど

の

天

皇

な

の

か

と

い

う

議

論

が

、

長

い

あ

い

だ

続

け

ら

れ

て

き

た

の

で

あ

る

。

そ

れ

で

、

讃

は

訓

読

み

な

ら

「

ホ

ム

（

誉

む

）
」

な

の

で

、

ホ

ム

ダ

、

す

な

わ

ち

後

に

応

神

と

名

付

け

ら

れ

る

天

皇

で

は

な

い

か

、

い

や

、

音

読

み

が

「

サ

ン

」

な

の

で

、

「

サ

（

ザ

）
」

の

発

音

を

含

む

オ

ホ

サ

ザ

キ

（

仁

徳

）

か

イ

ザ

ホ

ワ

ケ

（

履

中

）

だ

ろ

う

と

い

っ

た

具

合

で

あ

る

。

古

代

史

の

大

家

で

あ

る

上

田

正

明

も

、

著

書

で

あ

る

「

私

の

日

本

古

代

史

」

に

、

「

讃

が

履

中

な

ら

、

讃

の

弟

だ

と

い

う

珍

は

、

履

中

の

弟

の

反

正

に

な

る
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の

で

、

斉

は

珍

と

の

続

柄

が

不

明

だ

が

、

反

正

の

弟

の

允

恭

だ

ろ

う

し

、

次

の

興

は

允

恭

の

子

、

安

康

で

あ

り

、

武

は

訓

読

み

が

「

タ

ケ

ル

」

な

の

で

、

ワ

カ

タ

ケ

ル

す

な

わ

ち

雄

略

で

い

い

、

と

書

い

て

い

る

。

し

か

し

近

年

、

こ

れ

に

対

し

て

、

決

定

的

と

も

思

え

る

反

論0
0

が

出

た

の

は

、

や

は

り

日

本

古

代

史

が

専

門

の

、

河

内

春

人

関

東

学

院

教

授

の

著

書

「

倭

の

五

王

」

の

中

に

書

か

れ

た

も

の

に

、

漢

字

の

訓

読

み

が

五

世

紀

の

倭

国

で

成

立

し

て

い

た

と

は

、

現

在

の

研

究

水

準

で

は

考

え

に

く

い

、

と

い

う

の

だ

。

そ

れ

に

対

し

、

日

本

語

学

が

専

門

の

沖

森

卓

氏

の

説

で

は

、

訓

読

み

が

確

認

で

き

る

最

古

の

例

は

、

六

世

紀

後

半

の

、

出

雲

の

岡

田

山

一

号

墳

（

島

根

県

）

か

ら

出

土

し

た

鉄

剣

の

銘

で

、

八

世

紀

の

記

紀

に

も

当

然

、

訓

読

み

が

存

在

す

る

と

い

う

が

、

し

か

し

、

五

王

が

生

き

た

五

世

紀

に

は

、

音

読

み

し

か

な

い

。

そ

れ

で

、

漢

字

を

使

う

中

国

語

の

発

音

を

、

日

本

人

は

日

本

人

な

り

に

発

音

し

て

い

た

が

、

埼

玉

県

の

稲

荷

山

古

墳

か

ら

出

土

し

た

鉄

剣

に

は

、

「

獲

加

多

支

鹵

大

王

」

と

あ

っ

て

、

そ

れ

を

音

読

み

す

る

と

、
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「

ク

ワ

ク

・

カ

・

タ

・

キ

・

ル

」

で

、

そ

れ

は

つ

ま

り

、

「

ワ

カ

タ

ケ

ル

」

の

事

で

あ

る

。

し

か

し

、

そ

の

時

代

に

な

い

訓

読

み

を

根

拠

に

、

武

が

ワ

カ

タ

ケ

ル

と

断

定

す

る

の

は

無

理

で

、

先

の

河

内

教

授

は

「

記

紀

の

系

譜

を

前

提

と

し

て

、

『

宋

書

』

と

す

り

あ

わ

せ

る

こ

と

自

体

、

あ

ま

り

生

産

的

な

作

業

と

は

思

え

な

い

」

と

い

う

。

一

方

で

、

「

宋

書

」

を

重

視

す

る

研

究

者

の

間

で

は

、

讃

・

珍

グ

ル

ー

プ

と

済

・

興

・

武

グ

ル

ー

プ

と

い

う

、

「

二

つ

の

王

家

」

が

あ

っ

た

と

す

る

議

論

も

続

い

て

、

大

王

墓

の

調

査

が

進

め

ば

、

五

世

紀

倭

国

の

像

は

、

こ

れ

ま

で

よ

り

、

も

っ

と

ク

ッ

キ

リ

と

浮

か

び

上

が

っ

て

く

る

か

も

知

れ

な

い

。

こ

れ

ま

で

の

論

議

で

も

分

る

よ

う

に

、

倭

の

五

王

は

、

宋

に

貢

物

を

贈

っ

て

官

爵

を

求

め

た

が

、

五

王

の

最

後

の

武

に

つ

い

て

、

宋

書

は

次

の

よ

う

に

記

述

し

て

い

る

事

が

分

っ

て

い

る

。

そ

れ

は

、

「

興

死

し

て

弟

武

立

つ

。

自

ら

使

持

節

都

督

倭

・

百

済

・

新

羅

・

任

那

・

加

羅

・

秦

韓

・

慕

韓

七

国

諸

軍

事

、

安

東

大

将

軍

倭

国

王

と

称

す

」

と
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い

う

も

の

で

あ

る

。

日

本

古

代

史

専

門

の

、

森

公

章

東

洋

大

教

授

に

よ

れ

ば

、

周

辺

諸

国

が

官

爵

を

申

請

す

る

際

は

、

先

ず

希

望

す

る

官

爵

を

仮

に

自

称

し

、

正

式

な

任

命

を

求

め

た

と

い

う

が

、

倭

国

の

場

合

は

、

自

称

の

称

号

は

す

ぐ

に

は

認

め

ら

れ

な

か

っ

た

の

で

、

何

度

か

遣

使

を

重

ね

た

う

え

で

、

希

望

に

近

い

官

爵

を

、

や

っ

と

授

与

さ

れ

て

い

る

と

い

う

。

そ

れ

は

、

中

国

の

東

を

守

る

安

東

大

将

軍

と

、

倭

国

王

の

ほ

か

、

倭

及

び

百

済

や

新

羅

な

ど

の

朝

鮮

半

島

の

国

々

を

合

わ

せ

、

七

国

で

の

軍

事

指

揮

権

を

求

め

、

結

局

、

百

済

以

外

の

六

国

に

つ

い

て

は

認

め

ら

れ

、

戦

争

の

際

に

、

諸

国

の

軍

の

上

に

立

つ

こ

と

を

認

め

る

と

い

う

、

お

墨

付

き

で

あ

る

。

さ

て

、

こ

れ

ま

で

色

々

述

べ

て

き

た

が

、

そ

れ

で

は

、

「

倭

の

五

王

」

と

言

う

の

は

一

体

誰

な

の

か

、

と

い

う

事

に

な

る

が

、

要

約

す

れ

ば

、

宋

書

の

記

述

が

事

実

に

近

い

よ

う

で

、

宋

書

は

歴

史

書

で

は

あ

る

が

、

神

話

的

な

内

容

は

殆

ど

な

く

、

あ

ら

ゆ

る

史

料

か

ら

事

実

だ

け

を

調

べ

上

げ

て

書

か

れ

て

い

る

と

言
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わ

れ

る

も

の

だ

と

い

わ

れ

て

い

る

。

そ

れ

は

、

「

珍

」

と

「

済

」

の

血

縁

関

係

を

、

一

切

記

し

て

い

な

か

っ

た

こ

と

も

そ

う

だ

し

、

四

一

三

年

に

「

讃

」

が

東

晋

に

朝

貢

し

た

と

い

う

こ

と

も

、

事

実

で

は

な

い

可

能

性

が

高

い

た

め

、

宋

書

に

何

も

書

か

れ

て

い

な

い

の

は

、

そ

の

著

者

で

あ

る

「

沈

約

（

ち

ん

や

く

）
」

は

、

史

実

に

非

常

に

忠

実

な

人

だ

っ

た

の

で

、

彼

に

し

て

み

れ

ば

、

百

％

事

実

で

な

け

れ

ば

記

述

し

た

く

な

か

っ

た

の

だ

ろ

う

。

そ

れ

か

ら

判

断

す

れ

ば

、

讃

と

珍

は

間

違

い

な

く

兄

弟

で

、

兄

弟

で

天

皇

に

な

っ

た

の

は

、

「

履

中

と

反

正

天

皇

」

と

「

安

康

と

雄

略

天

皇

」

の

二

組

で

、

後

者

の

「

興

武

兄

弟

」

は

、

既

に

安

康

と

雄

略

天

皇

に

決

ま

っ

て

い

る

の

で

、

そ

の

間

に

允

恭

天

皇

を

は

さ

み

、

「

讃

珍

兄

弟

」

は

自

動

的

に

、

履

中

と

反

正

天

皇

と

い

う

事

に

な

っ

て

し

ま

う

の

だ

。

勿

論

こ

れ

が

、

百

％

正

し

い

と

断

言

で

き

る

訳

で

は

な

い

の

で

、

今

で

は

、

「

倭

の

五

王

の

謎

」

は

謎

の

ま

ま

、

暫

く

結

論

が

で

な

い

の

か

も

し

れ

な

い

。

令

和

三

年

五

月


